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（３）歳出予算のあらまし
平成２９年度は、県政の新たな羅針盤であります「新総合計画」と「総合戦略」の２年目と

なります。平成２９年度当初予算は、人づくりをはじめとした未来への投資を着実に進め、群

馬らしさを活かした豊かな社会の実現に向け、「ぐんまの未来創生予算」といたしました。

この予算を活用し、総合計画における３つの基本目標である「地域を支え、経済･社会活動

を支える人づくり」、「誰もが安全で安心できる暮らしづくり」、「産業活力の向上･社会基盤づ

くり」の実現に向け、計画に位置づけた１３の政策を着実に推進していきます。

主な事業は、次のとおりです。

① 地域を支え、経済・社会活動を支える人づくり

ア 群馬の未来を担う子ども・若者の育成

・ぐんま少人数クラスプロジェクト（一部新規）（予算額：１,４１６,２５０千円）

本県独自の少人数学級編制であるさくら・わかばプランを継続実施するとともに、平成３２

年度からの小学校の英語の教科化に向けて、県独自に英語の専科教員を新たに配置します。

・スクールカウンセラー等配置（一部新規）（予算額：２８６,８６１千円）

全ての公立小・中学校及び全日制県立高校へのスクールカウンセラーの配置を継続すると

ともに、定時制・通信制高校におけるスクールカウンセラーの全校配置を開始します。

・富岡・甘楽地区新高校整備（予算額：１,１６０,７０３千円）

・吾妻地区新高校整備（予算額：３５８,５４１千円）

平成３０年の新高校の開校に向け、富岡高校（富岡高校と富岡東高校の統合）及び吾妻中

央高校（中之条高校と吾妻高校を統合）の必要となる施設整備を行います。

・子どもの居場所の充実（新規）（予算額：３,３００千円）

・子どもの生活・学習支援（一部新規）（予算額：１６,５２７千円）

貧困や退学など、様々な理由により学習機会に恵まれない子どもたちへの支援策を強化す

るほか、民間団体が取り組む子ども食堂の立ち上げ等の支援を行います。

イ 群馬の飛躍と地域の安心を支える職業人材の育成

・医師確保対策（一部新規）（予算額：３５２,５１６千円）

特定診療科での医師不足や地域間での医師の偏在を解消するため、医師確保就学研修資

金に外科、整形外科を追加するほか、群大病院改革の一環である（仮称）地域医療研究・教

育センターの設置に向けて、既設の地域医療支援センターの機能を拡充します。

・介護人材確保対策（一部新規）（予算額：１２４,１００千円）

介護保険サービス事業者が人材育成及び処遇・職場環境の改善に取り組むことを宣

言し、掲げた取り組みを実施することで、職員の定着と人材の参入促進につなげるために、

ぐんま介護人材育成宣言制度を創設します。

・保育人材確保対策（予算額：５,７３３千円）

保育士を目指す学生に対して入学準備金や学費などとして修学資金を貸し付けるほか、保

育に興味のある県内の高校生等を対象として、保育の現場等を見学し、現場職員と意見交換

を行うバスツアーなどを実施します。

ウ 交流・移住・定着促進

・ぐんま暮らし支援（予算額：４１,３９５千円）

ぐんま暮らし支援センター（東京有楽町交通会館内）で、本県での暮らしに関する情報

と就職情報を一元的に提供し、本県への移住を促進します。

・若者就職支援（予算額：１４３,１１５千円）

若者就職支援センター（ジョブカフェぐんま）の運営を通じて、カウンセリングから職

業紹介、就職後のフォローアップまで、ワンストップによる若者の県内就職や職場定着を支

援します。

・空き家対策（新規）（予算額：３,３８４千円）

空き家対策に取り組む市町村を支援するため、先進事例等を紹介するセミナーの開催や、

所有者が不明な空き家の解体支援を実施します。

エ 家族の理想実現

・結婚応援（一部新規）（予算額：７４,０８４千円）








































































